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(57)【要約】
【課題】組立作業性を向上でき、フレキシブル配線基板
から基台への安定した放熱性を得ることができる発光ユ
ニットを提供する。
【解決手段】発光ユニット21は、発光モジュール32およ
び基台33を備える。発光モジュール32は、フレキシブル
配線基板35の表面35aに発光素子36が実装される。基台3
3は、フレキシブル配線基板35の裏面35bが接触する平面
状の基板搭載面42、およびこの基板搭載面42に接触する
フレキシブル配線基板35の両側部35eが配置される溝部4
4を設けた両側の保持部39を有する。溝部44の最深部44a
にフレキシブル配線基板35の両側部35eの先端が当接し
ない。保持部39により、フレキシブル配線基板35の両側
部35eを湾曲させて、フレキシブル配線基板35の裏面35b
が基板搭載面42に沿って接触する状態にフレキシブル配
線基板35を保持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブル配線基板の表面に発光素子が実装された発光モジュールと；
　前記フレキシブル配線基板の裏面が接触する平面状の基板搭載面、およびこの基板搭載
面に接触する前記フレキシブル配線基板の両側部が配置される溝部を設けた両側の保持部
を有し、前記溝部の最深部に前記フレキシブル配線基板の両側部の先端が当接せず、前記
保持部により、前記フレキシブル配線基板の両側部を湾曲させて、前記フレキシブル配線
基板の裏面が前記基板搭載面に沿って接触する状態に前記フレキシブル配線基板を保持す
る基台と；
　を具備することを特徴とする発光ユニット。
【請求項２】
　前記基板搭載面に沿って接触する前記フレキシブル配線基板の中央部領域の幅寸法が、
前記保持部によって湾曲される前記フレキシブル配線基板の両側部領域の幅寸法よりも広
い
　ことを特徴とする請求項１記載の発光ユニット。
【請求項３】
　前記保持部は、前記基板搭載面に対して立ち上がる立上り面、およびこの立上り面と前
記基板搭載面との間で前記基板搭載面に対して窪む窪み部を有している
　ことを特徴とする請求項１または２記載の発光ユニット。
【請求項４】
　少なくとも一部が透光性を有する直管カバーと；
　前記直管カバー内に配置される請求項１ないし３いずれか一記載の発光ユニットと；
　前記直管カバーの両端に配設される口金と；
　を具備することを特徴とする直管形ランプ。
【請求項５】
　器具本体と；
　前記器具本体に設置されたソケットと；
　前記ソケットに装着される請求項４記載の直管形ランプと；
　を具備していることを特徴とする照明装置。
【請求項６】
　器具本体と；
　前記器具本体に設置される請求項１ないし３いずれか一記載の発光ユニットと；
　前記発光ユニットを覆う透光性カバーと；
　を具備することを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、フレキシブル配線基板に発光素子が実装された発光モジュールを
用いた発光ユニット、この発光ユニットを用いた直管形ランプおよび照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、発光ユニットを用いた例えば直管形ランプや長尺な照明器具等がある。発光ユニ
ットには、基板に発光素子を実装した発光モジュールを基台に保持した構造がある。発光
モジュールは、比較的強固な基板に発光素子を実装するのが一般的であったが、フレキシ
ブル配線基板に発光素子を実装した発光モジュールが開発されている。
【０００３】
　フレキシブル配線基板の場合、フレキシブル配線基板を部分的に基台に保持したのでは
フレキシブル配線基板と基台との密着性が均一に得られず、放熱性が影響するため、フレ
キシブル配線基板の全長に亘って基台に保持する構造が採られている。
【０００４】
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　例えば、基台を断面半環状に形成し、この基台の内面中央にフレキシブル配線基板の発
光素子が実装された表面中央に対して反対側である裏面中央が接触する突部が突設され、
基台の内面両側部にフレキシブル配線基板の両側部の先端が当接する引掛り部が突設され
ている。そして、フレキシブル配線基板が幅方向に全体的に湾曲されて、フレキシブル配
線基板の裏面中央が突部に接触し、フレキシブル配線基板の両側部の先端が引掛り部に当
接した状態で、フレキシブル配線基板が基台に保持されている。フレキシブル配線基板の
両側部の先端が引掛り部に当接することにより、フレキシブル配線基板の裏面中央が突部
に押し付けられている。また、基台とフレキシブル配線基板とを組み立てる場合は、基台
の一端側からフレキシブル配線基板を挿入することで行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２-１１４０３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、フレキシブル配線基板が幅方向に全体的に湾曲されて、フレキシブル配
線基板の両側部の先端が引掛り部に当接し、フレキシブル配線基板の裏面中央を突部に接
触させる構造であるため、フレキシブル配線基板が両側の引掛り部間で突っ張った状態と
なって、フレキシブル配線基板の両側部の先端が引掛り部に圧接する。
【０００７】
　そのため、基台の一端側からフレキシブル配線基板を挿入して組み立てる際、基台の引
掛り部とフレキシブル配線基板の両側部の先端との摺動抵抗が大きくかつ挿入が引っ掛か
り易く、基台へのフレキシブル配線基板の挿入量が増加するほど、および基台の長手方向
の寸法が長いほど、基台にフレキシブル配線基板を挿入しずらくなり、組立作業性が悪い
不都合がある。
【０００８】
　さらに、フレキシブル配線基板の幅寸法と基台の寸法誤差との影響により、基台にフレ
キシブル配線基板をより挿入しずらくなったり、あるいは、突起に対するフレキシブル配
線基板の裏面中央の当接力が弱くなって放熱性が低下する不具合がある。
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、組立作業性を向上でき、フレキシブル配線基板から
基台への安定した放熱性を得ることができる発光ユニット、直管形ランプおよび照明装置
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施形態の発光ユニットは、発光モジュールおよび基台を備える。発光モジュールは、
フレキシブル配線基板の表面に発光素子が実装される。基台は、フレキシブル配線基板の
裏面が接触する平面状の基板搭載面、およびこの基板搭載面に接触するフレキシブル配線
基板の両側部が配置される溝部を設けた両側の保持部を有する。溝部の最深部にフレキシ
ブル配線基板の両側部の先端が当接しない。保持部により、フレキシブル配線基板の両側
部を湾曲させて、フレキシブル配線基板の裏面が基板搭載面に沿って接触する状態にフレ
キシブル配線基板を保持する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、溝部の最深部にフレキシブル配線基板の両側部の先端を当接させず、
保持部により、フレキシブル配線基板の両側部を湾曲させ、フレキシブル配線基板の裏面
が基板搭載面に沿って接触する状態にフレキシブル配線基板を保持するため、基台にフレ
キシブル配線基板を容易に挿入することが可能となって組立作業性を向上でき、フレキシ
ブル配線基板から基台への安定した放熱性が得られることが期待できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施形態を示す発光ユニットを用いた直管形ランプの断面図である。
【図２】同上直管形ランプの直管カバーを透過した正面図である。
【図３】同上直管形ランプを用いた照明装置の斜視図である。
【図４】第２の実施形態を示す発光ユニットを用いた照明装置の断面図である。
【図５】同上照明装置の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、第１の実施形態を、図１ないし図３を参照して説明する。
【００１４】
　図３に示すように、照明装置10は、長尺な直管形ランプ11を使用するものであり、長尺
な器具本体12、この器具本体12の長手方向の両端に配置されるソケット13，14、および器
具本体12内に配設される電源回路15等を備えている。
【００１５】
　そして、図１および図２に、直管形ランプ11を示す。直管形ランプ11は、直管カバー20
、この直管カバー20内に挿入配置される発光ユニット21、直管カバー20および発光ユニッ
ト21の両端に配設される口金22，23を備えている。
【００１６】
　直管カバー20は、透光性の樹脂材料で形成されている。樹脂材料には、例えばポリカー
ボネート樹脂が用いられる。樹脂材料には光拡散材を含有してもよい。直管カバー20は、
長手方向に同一の円筒状に形成されている。例えば押出成形によって直管カバー20が形成
されている。また、直管カバー20の周面の略半分近くの領域が、発光ユニット21からの光
を透光する透光領域26に形成されている。直管カバー20の少なくとも透光領域26が透光性
を有していれば、他の領域は透光性を有していなくてもよい。
【００１７】
　直管カバー20は、外面が円形状に形成され、内面が所定の形状に形成されている。直管
カバー20の内面には、透光領域26の中央から両側に向けて肉厚が徐々に厚くなるように形
成され、その両側部分には発光ユニット21（基台）を保持する保持溝27が長手方向全域に
亘って形成されている。さらに、直管カバー20の内面には、透光領域26に対して反対側に
、一対の略Ｌ字形の突部28が互いに対向して突設され、これら突部28間に発光ユニット21
（基台）を保持する保持溝29が長手方向の全域に亘って形成されている。
【００１８】
　発光ユニット21は、発光モジュール32、およびこの発光モジュール32を保持する基台33
を備えている。
【００１９】
　発光モジュール32は、長尺な帯状のフレキシブル配線基板35、およびこのフレキシブル
配線基板35の表面35aの幅方向中央に実装された複数の発光素子36を備えている。
【００２０】
　フレキシブル配線基板35は、フィルム状の絶縁材と配線パターンを積層して構成されて
いる。配線パターンに複数の発光素子36が電気的に接続され、配線パターンにより複数の
発光素子36が例えば直列に電気的に接続されている。なお、フレキシブル配線基板35の表
面35aには、光の反射率が高い高反射膜を形成してもよい。
【００２１】
　発光素子36は、例えばＬＥＤや有機ＥＬ等が用いられている。本実施形態では、ＬＥＤ
が用いられ、複数のＬＥＤがフレキシブル配線基板35の表面35aの幅方向中央で長手方向
に沿って所定の間隔をあけて実装されている。
【００２２】
　発光モジュール32は、フレキシブル配線基板35の幅方向の両側部領域35cの強度が幅方
向の中央部領域35dの強度よりも低くなるように構成してもよい。例えば、フレキシブル
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配線基板35の中央部領域35dのみに配線パターンを形成したり、フレキシブル配線基板35
の表面35aの中央部領域35dに高反射膜を形成することにより、フレキシブル配線基板35の
両側部領域35cの強度が中央部領域35dの強度よりも低くなるように構成できる。あるいは
、フレキシブル配線基板35の両側部領域35cの厚みを中央部領域35dの厚みよりも薄くした
り、フレキシブル配線基板35の両側部領域35cに孔をあけることにより、フレキシブル配
線基板35の両側部領域35cの強度が中央部領域35dの強度よりも低くなるように構成できる
。なお、フレキシブル配線基板35の中央部領域35dの幅寸法は、フレキシブル配線基板35
の両側部領域35cのそれぞれの幅寸法より広い。
【００２３】
　基台33は、金属材料で形成されている。金属材料としては、例えばアルミニウム等が用
いられる。基台33は、長手方向に同一形状に一体に形成されている。例えば押出成形によ
って基台33が形成されている。そして、基台33は、基板搭載部38、この基板搭載部38の両
側に形成された保持部39、および基板搭載部38を支える土台部40を備えている。
【００２４】
　基板搭載部38には、フレキシブル配線基板35の裏面35bの中央部領域35dが接触する平面
状の基板搭載面42が形成されている。
【００２５】
　両側の保持部39は、基板搭載部38の基板搭載面42よりも突出されている。両側の保持部
39には、フレキシブル配線基板35の両側部35eが配置される溝部44が形成されている。保
持部39には、溝部44を介して基板搭載面42に対向する爪部45が突出形成されている。なお
、直管カバー20の透光領域26に対向される爪部45の表面側は反射面に形成されている。
【００２６】
　両側の溝部44は、互いに対向するとともに基板搭載面42に対して斜めに対向するように
形成されている。両側の保持部39により、溝部44に配置されたフレキシブル配線基板35の
両側部35eを局所的に湾曲させ、フレキシブル配線基板35の両側部35eに小さい曲率の曲げ
部35fを形成する。フレキシブル配線基板35の両側部35eに局所的に曲げ部35fを形成する
ことにより、フレキシブル配線基板35の中央部領域35dの裏面35bが基板搭載面42に沿って
接触する状態にフレキシブル配線基板35を保持する。
【００２７】
　基台33の幅方向中心にフレキシブル配線基板35が組み込まれている場合には、フレキシ
ブル配線基板35の両側部35eの先端が保持部39の溝部44の最深部44aから離れていてその最
深部44aには当接しない関係を有する。基台33の幅方向中心に対して一側にフレキシブル
配線基板35が片寄って組み込まれている場合でも、フレキシブル配線基板35の両側部35e
の先端の少なくとも一方が保持部39の溝部44の最深部44aから離れていてその最深部44aに
は当接しない関係を有する。言い換えれば、フレキシブル配線基板35の両側部35eの先端
と溝部44の最深部44aとの間には間隙を有する。あるいは、両側の溝部44の最深部44a間の
最大幅寸法が、両側の溝部44に配置されたフレキシブル配線基板35の両側部35eの先端間
の幅寸法よりも広い関係を有している。
【００２８】
　保持部39には、基板搭載面42に対して立ち上がる立上り面46、およびこの立上り面46と
基板搭載面42との間で基板搭載面42に対して窪む窪み部47を有している。
【００２９】
　保持部39には、直管カバー20の保持溝27に長手方向に沿って摺動可能に嵌り込むガイド
部48が形成されている。
【００３０】
　土台部40は、基板搭載部38の基板搭載面42とは反対側の中央から突出形成されている。
土台部40の先端には、直管カバー20の保持溝29に長手方向に沿って摺動可能に嵌り込むガ
イド部50が形成されている。ガイド部50は二股状に形成されている。土台部40には、口金
22，23を基台33にねじ止めするための取付部51が形成されている。
【００３１】
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　また、口金22，23は、一般社団法人日本照明工業会規格の口金ＧＸ１６ｔ－５である。
口金22，23は、電気絶縁性を有する合成樹脂例えばポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ
）樹脂により、それぞれ有底の円筒状に形成されている。口金22，23には、直管カバー20
および発光ユニット21の長手方向の両端部が挿入されている。そして、口金22，23は、そ
れぞれセルフタップ付きのねじが基台33の取付部51にねじ込まれて基台33に固定されてい
る。
【００３２】
　口金22は、給電端子側口金であり、一対の給電端子54が配設されている。一対の給電端
子54は、例えば黄銅からなり、Ｌ字形に形成されているとともに、互いに反対向きとなる
ように口金22から突出されている。一対の給電端子54は、口金22内および直管カバー20内
に配線された図示しない接続線により、フレキシブル配線基板35の表面35aに実装された
コネクタ56に接続されている。
【００３３】
　口金23は、非給電端子側口金あるいはアース端子側口金であり、１個の保持子55を配設
している。保持子55は、直方体に形成されて、口金23から突出されている。
【００３４】
　次に、本実施形態の作用を説明する。
【００３５】
　発光ユニット21を組み立てるには、基台33の一端側から発光モジュール32を挿入する。
【００３６】
　すなわち、フレキシブル配線基板35の端部の中央部領域35dを基台33の基板搭載面42上
に挿入するとともに、フレキシブル配線基板35の端部の両側部35eを両側の保持部39の溝
部44に挿入する。
【００３７】
　このとき、フレキシブル配線基板35の端部の両側部分を先細り状にカットしておくこと
により、フレキシブル配線基板35の中央部領域35dを基台33の基板搭載面42上に挿入すれ
ば、フレキシブル配線基板35の両側部35eが両側の保持部39の溝部44に自動的に挿入され
やすくなり、フレキシブル配線基板35の端部の挿入操作を容易にすることができる。
【００３８】
　フレキシブル配線基板35の端部を基台33に挿入したら、そのままフレキシブル配線基板
35を基台33に沿って摺動させ、フレキシブル配線基板35を基台33の所定位置に配置する。
【００３９】
　このとき、保持部39により、フレキシブル配線基板35の両側部35eを湾曲させ、フレキ
シブル配線基板35の裏面35bが基板搭載面42に沿って接触する状態にフレキシブル配線基
板35を保持するものの、フレキシブル配線基板35の両側部35eの先端が両側の溝部44の最
深部44aに当接しない構造であるため、フレキシブル配線基板35が両側の保持部39間で突
っ張った状態となることがなく、保持部39に対するフレキシブル配線基板35の両側部35e
の摺動抵抗が低いとともに、フレキシブル配線基板35の両側部35eが保持部39に引っ掛か
りにくく、フレキシブル配線基板35を基台33内の所定位置まで容易に摺動させることがで
きる。
【００４０】
　フレキシブル配線基板35を基台33内の所定位置に配置した状態では、保持部39により、
フレキシブル配線基板35の両側部35eを湾曲させ、フレキシブル配線基板35の裏面35bが基
板搭載面42に沿って接触する状態にフレキシブル配線基板35を保持する。
【００４１】
　このように、本実施形態の発光ユニット21によれば、両側の溝部44の最深部44aにフレ
キシブル配線基板35の両側部35eの先端が当接せず、保持部39により、フレキシブル配線
基板35の両側部35eを湾曲させ、フレキシブル配線基板35の裏面35bが基板搭載面42に沿っ
て接触する状態にフレキシブル配線基板35を保持するため、基台33にフレキシブル配線基
板35を容易に挿入することが可能となって組立作業性を向上でき、さらに、フレキシブル
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配線基板35から基台33への安定した放熱性を得ることができる。
【００４２】
　また、基板搭載面42に沿って接触するフレキシブル配線基板35の中央部領域35dの幅寸
法が、保持部39によって湾曲されるフレキシブル配線基板35の両側部領域35cの幅寸法よ
りも広い。このことは、両側の保持部39により、溝部44に配置されたフレキシブル配線基
板35の両側部35eを局所的に湾曲させ、フレキシブル配線基板35の両側部35eに小さい曲率
の曲げ部35fを形成することになる。このように、フレキシブル配線基板35の両側部35eに
局所的に曲げ部35fを形成することにより、フレキシブル配線基板35の中央部領域35dの裏
面35bが基板搭載面42に沿って接触する状態にフレキシブル配線基板35を保持することが
できる。
【００４３】
　また、保持部39は、基板搭載面42に対して立ち上がる立上り面46、およびこの立上り面
46と基板搭載面42との間で基板搭載面42に対して窪む窪み部47を有している。そのため、
基台33には、フレキシブル配線基板35でなく、比較的強固なハード基板を用いた発光モジ
ュールをも組み合わせることができ、基台33を共通化できる。立上り面46でハード基板の
幅方向の両側位置を規制し、窪み部47にハード基板の裏面両側部を配置してハード基板の
中央部領域を基台33に密着可能とするように構成されている。
【００４４】
　また、直管形ランプ11を組み立てるには、直管カバー20内に発光ユニット21を挿入し、
口金22とフレキシブル配線基板35とを電気的に接続し、直管カバー20の両端に口金22，23
を被着し、基台33に口金22，23をねじ止めする。
【００４５】
　そして、図３に示すように、直管形ランプ11の口金22，23が照明装置10のソケット13，
14に装着される。
【００４６】
　電源回路15からソケット13を通じて直管形ランプ11に点灯電力を供給することにより、
複数の発光素子36が点灯する。複数の発光素子36が発生する光は直管カバー20の透光領域
26に入射し、透光領域26内で拡散されて透光領域26を透過し、照明空間に照射される。
【００４７】
　複数の発光素子36が点灯時に発生する熱は、フレキシブル配線基板35から基台33に伝達
され、基台33から直管カバー20や口金22，23に伝達されて放熱される。
【００４８】
　このとき、保持部39により、フレキシブル配線基板35の両側部35eを湾曲させ、フレキ
シブル配線基板35の裏面35bが基板搭載面42に沿って接触する状態にフレキシブル配線基
板35を保持しているため、発光素子36が発生する熱をフレキシブル配線基板35を通じて基
台33に効率よく熱伝導することができ、発光素子36の高い放熱性能を確保することができ
る。
【００４９】
　次に、図４および図５に、第２の実施形態を示す。なお、第１の実施形態と同じ構成お
よび作用効果については同一符号を用いてその説明を省略する。
【００５０】
　照明装置60は、天井面に設置される薄形で長尺な器具である。照明装置60は、天井面に
設置される器具本体61を有し、この器具本体61の幅方向の両側に発光部62が形成されてい
るとともに中央に三角形状の反射部63が形成されている。
【００５１】
　発光部62は、器具本体61に取り付けられた発光ユニット21、およびこの発光ユニット21
を覆って器具本体61に取り付けられた透光性カバー64を有している。
【００５２】
　発光ユニット21は、第１の実施形態と同様に、発光モジュール32および基台33を有して
いる。基台33については、基台搭載部38および両側の保持部39を備えていればよく、土台



(8) JP 2015-106473 A 2015.6.8

10

20

30

40

部40はなくてもあってもよい。基台33は、器具本体61の長手方向に沿って配置され、器具
本体61に熱的に接続された状態で固定されている。そのため、発光素子36が点灯時に発生
する熱は、フレキシブル配線基板35および基台33を経て器具本体61に伝達されて放熱され
る。
【００５３】
　そして、この照明装置60においても、第１の実施形態と同様の作用効果が得られる。
【００５４】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００５５】
　10　　照明装置
　11　　直管形ランプ
　12　　器具本体
　13，14　　ソケット
　20　　直管カバー
　21　　発光ユニット
　22，23　　口金
　32　　発光モジュール
　33　　基台
　35　　フレキシブル配線基板
　35a 　表面
　35b 　裏面
　35c 　両側部領域
　35d 　中央部領域
　35e 　両側部
　36　　発光素子
　39　　保持部
　42　　基板搭載面
　44　　溝部
　44a 　最深部
　46　　立上り面
　47　　窪み部
　60　　照明装置
　61　　器具本体
　64　　透光性カバー
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